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ＣＡＥＴＳ大会で招待講演中の向坊会長

新年を迎えて 会長向坊隆

元来、会の活動の重要な目標の

一つとして既に掲げられている

ことであり、日本の工学界のこ

れからの進路を示す為にも是非

実行したいと思います。

これに関し、アカデミーでは

他の委員会と並んで政策委員会

が活動しており、そのようなこ

とを考えて頂く事になっており

ますが、最近、委員長の石原智

『

あけましてお目出とうございます。

わが工学アカデミーも５年目を迎え、活動も次第

に軌道に乗って参りました。これは理事の皆様を始

め、会員諸氏の御努力によるものと感謝しておりま
す。

今までアカデミーの活動は会員の個人会費のみに
よってまかなわれて来ました。これは、アカデミー

設立当初の、独立性を確保しようという会員各氏の

強い意志に従ったもので、それなりに大きな意義を
保って来たと思います。

しかし、日本の工業が世界でも注目を浴びるよう

な強いものに育った現在、アカデミーの活動も国際

的にならざるを得ません。昨年メキシコで開かれた

世界工学アカデミー連合（ＣＡＥＴＳ－Ｃｏｕｎｃｉｌｏｆ

ＡｃａｄｅｍｉｅｓｏｆＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇａｎｄＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｃａｌ

Ｓｃｉｅｎces）の招待を受け、私と植之原道行氏の二人

がＣＡＥＴＳ第４回大会に出席し、わがアガデミー

の活動状況を紹介して参りました。この会議の直後

に開かれた理事会で、日本のＣＡＥＴＳ参加が認め

られ、同時にボードメンバーに指名されました。Ｃ

ＡＥＴＳの会合は１８ヵ月毎に開かれることになって

おり、次回はデンマークのコペンハーゲンで開かれ
る由です。大会では、メンバー各国のアカデミーの

近況が報告されると同時に、メンバー以外のいくつ

かの国からも招待講演が行われます。昨年の会議で

Iま私が日本の状況を説明すると同時に、インドネシ

ア、韓国など多くの国からの講演が行われました。

特にインドネシアのハビビ科学大臣は雄弁に同国の

工業発展の状況を説明されて注目を引きました。こ

の会議の議事録は何れ送られて参りますので、Ｎｅｗｓ

やInformationなどで何れ御紹介できると思います。

ＣＡＥＴＳは大会の他にも、テーマを選んではワ

ークショップを開くことも計画されており、わが国

がそれらに参加することも期待されております。

このような国際的な活動に参加するようになりま

すと、アカデミーの予算が充分でないことが心配さ

れます。そこで隔月に開かれている理事会や国際問

題を担当している委員会などで検討した結果、企業

会員を募集し、その会費でアカデミーの活動を支え

ることになりました。このことは昨年度の年次大会

でも御承認を得ましたが、会員各位の御協力を得て、

企業会員の獲得に御尽力をお願い致します。

さて、アカデミーでは、年１回の国際学会や各種

のセミナー、談活会などを通じて勉強会を開いてい

ることは御承知の通りでありますが、これからは、

問題を絞って、意見をとりまとめて政府その他然る

べき機関に報告するなどの活動も始めては如何かと

思います。学界、産業界、官界を通じ極めて広い範

囲の会員の御参加を得ているアカデミーとして、是
非お考え頂きたいと思います。
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第27回談話サロン「化学とI情報」

聯厨識

にわたって談話されたが、のちにノーベル賞化学賞

を受けることになったハーバード大学のコーリー教

日時：平成２年11月９日（金）

場所：福岡ガーデンパレス

講師：東海大学教授、東京大学名誉教授

日本工学アカデミー理事米田幸夫氏

第27回談話サロンが、第２回九州地方会員談話会

として、九州地方会員を対象に福岡市内で開かれ、

九州地方会員１５名のうち８名が出席した。

米田教授は標記の話題を、午後３時から１時間半

授の逆合成法の研究経緯を紹介されたのち、コンピ

ュータ応用による倫理・推論・設計の最近の手法を、

いくつかの実績を混じえながら述べられ、さらに化

学のＲ＆Ｄを、過去・現在・近未来にわたって分か

りやすく論述された。最後に、米田教授の構想によ

る日本国内での産学共同のＲ＆Ｄ推進戦略を披露さ

れた。

この談話は、他分野の会員にも極めて有益であっ

たので、出席者に深く感謝されたが、質疑応答では

化学の未来像が話題となった。

引き続いて米田教授は、１時間近くにわたって、

日本工学アカデミーの理事会決定事項である、賛助

会員制度と新会員増加の計画と実行方法を、財政と

の関係において説明されたが、諸外国の期待に応え

ることができる国際交流の推進のためであることが

強調された。

近く開催される“福岡国際シンポジウム'９０－地

球環境とエネルギー'，への協賛の趣旨にも触れられ、

今後ともこのような行事について、できるだけの協

力がなされることが確認された。

九州地方には九州電力㈱など有力な企業があるこ

ともあって、新会員と賛助会員の獲得へ向けて努力

することについても意見の一致をみた。そのあと懇

親会が開かれたが、今回は、去る１月26日の平山副

会長をお招きして開いた懇話会とよく整合して、い

っそうよく相互理解が深められた。なお、今回、村

上幸人会員が九州地方の幹事として、山内理事に協

力されることが了解された。（文責山内豊聴）
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力願っておりました。誠に残念なことでありますが、

弦に謹んで御逝去をいたみ、心から御冥福を祈る次

第であります。

中東問題や東欧の状況など、政治経済の面で世界

は大きな転機を迎えております。その中にあって、

工学の占める役割はより一層大きなものとなりつつ

あります。会員諸氏の御活躍と共に工学アカデミー

の一層の発展を期待して新年の御挨拶と致します。

講演：米田理事
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バイオ専門部会の計画により、１１月７日、弘済会

館で催された。バイオテクノロジーは食品工業にお

いて、伝統的な長い歴史を持ち、今日広く応用され

つつある。最近バイオ先端技術が導入され、さらに

大きな可能性に期待が寄せられている。とくに組換

えＤＮＡ技術や細胞融合技術の新しい手法の進展が

みられ、酵素、微生物を触媒とする技術によって食

品加工、食糧生産で著しい進歩がなされている。各

種工業の内、食品工業は製品出荷額として30兆円に

達し、最近の飽食時代から２１世紀における食品市場

(3)

講演会一第28回談話サロンー「食品工業の現状と今後」

講演：相磯秀雄氏

旦当命,

時：平成２年11月７日（水）

場：弘済会館

師：味の素株式会社取締役、食品開発研究所長

山野井昭雄氏

日
会
講

の動向は、食品の簡便化、健康志向、高品質の要望、

文化的郷愁、国際化、情報化、住まいの変化、流通、

業態システムの変革などである。とくに消費者の便

利さから家庭内での食事（内食）が減少し、いわゆ

る外での食事（外食）が増加する傾向である。これ

は主婦が作る意欲の低下及び後片づけなどの負担感

の増大をさける意識による心理的要因が大きいと弊

告している。健康志向の食品では、機能性食品、高

タンパク質のヘルシー化、成人予防など健康に良い

食品の製造技術が盛んである。とくに機能性食品で

は栄養、感覚機能に加えて生体調節機能を強化した

食品の製造技術が高く評価されるであろう。また今

後期待される技術としては、バイオリアクターによ

る各種の食品素材の製造、超高圧処理の食品加工へ

の利用、多品種少量生産方式の拡大などの興味深い

展望が指摘された。これに加えて原材料精製、調理、

"保存、加工、包材、包装などの技術も益々合理化さ

れるであろう。また物流システム技術も重要になる

であろう。これからの我が国における人口の変化、

ライフスタイル、噌好、生活価値、心理的要因など

によって、食品工業技術もたえず変化してゆき、益

々広範囲に深化するであろう。いずれにしても興味

ある身近な話題で、まことに有意義なサロンとなり、

参加会員は楽しく過ごした。（文責鈴木周一）
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情報専門部会では、平成２年度の活動計画として

「産学協力のあり方」についての検討を進めている。

産学協力ひとつをとりあげても、産、学それぞれに

問題をかかえている。

そこで、今回の談話サロンでは、学の立場で積極

的に改革を進めておられる相磯先生にお願いして、

現在、大学でどのような改革が進めれらているのか、

平成２年４月開設した慶膳義塾大学湘南藤沢キャン

パス（ＳＦＣ）を例として講演をしていただくこと

にしたものである。

以下、講演と、講演に引続き行われた質疑応答の

模様について述べる。

1．慶膳義塾大学では４年程前から、２１世紀に向け

た高度社会への対応、国際的、学際的問題解決アプ

ローチの必要性、問題解決型教育から問題発見型教

鱗i鱗羅騨
講演：山野井昭雄氏

平成２年１２月１０日（月）

弘済会館

慶臆義塾大学環境情報学部長相磯秀夫氏

平成２年１２月１０日
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（月）、弘済会館にお

いて、相磯秀夫学部長

（慶膳義塾大学環境情

報学部）をお招きして、

標記についての談話サ

ロンを開催した。当日

は、約30名の会員が参

加し、戸田巌情報専門

部会幹事の司会進行で、

講演と活発な討論が行

われた。

講演会一談話サロンー「慶雁義塾大学湘南藤沢新学部構想」
｛
随

日
会
講



育への指向、既存学部の活‘性化、地球規模の問題解

決等をねらいとして、湘南藤沢の地に斬新的な新学

部を設立する検討を開始した。

そして、この４月、新概念に基づく総合政策学部、

環境情報学部を開設した。

以下、環境情報学部を中心に、ねらい、特徴につ

いて述べる。

2．環境情報学部の理念は、人間と環境の重視、情

報と情報処理能力の重視、総合的判断の重視、グロ

ーバル・ビューの重視、そして創造性の重視である。

このような理念に基づいて、環境情報学部、総合

政策学部が開設された。これらは、双子の学部であ

り、授業等も一元的に行われる。

3．環境情報学設立の背景としては、人間尊重、人

間中心の社会、知識の共通資産化、知識の再編成と

活用、学術的アプローチ、情報が創造する新しい環

境、人間・環境・‘情報との深いかかわり、ポスト高

度情報社会は高度環境社会になるであろうというこ

と等がある。

4．環境情報学の概念

環境とは､人間、動植物、機械等、広義のシステム

が情報を介して認知又は知覚する外界の総称である。

情報とは、受け手にとって、何らかの価仙値や変化

を生み出すメッセージで、物質、エネルギーにつぐ

第３の情報資源である。

学問の対象は、人間。環境・』情報の関わり合い、

新しい環境のデザイン、高度‘情報社会の諸問題であ

る。

5．ＳＦＣにおける教育の新しい試みとして、以下

がある。

①諸科学横断的なアプローチによる総合政策学、

環境'情報学の新構築を行うこと

②学期制度に特徴がある。

入試は、数学、英語のいづれかと小論文

AdmissionOfficeによる推薦入試（一芸一能入試、

随時受付け）

学期は春、秋学期の２期制である。入学時期は４

月と９月である。

③カリキュラム、授業方法

有機的カリキュラム編成（知識の習得、分析、創

造を系統的に配置）、

教官同士の授業内容の意識合せの実施、

授業シラバス（１５週分の授業予定）の公表

休講はしない、学生による授業評価を行う等に特

徴がある。

前期の授業評価を行った結果、４０～50代前半の教

(4)

官の評価が低く、１０年以上経験がある教官の評価が

悪いのに対し、３０代、５０代後半、６０代の評価は良く、

経験年数が少ない方が評価が高い等の興味ある結果

が得られた。

④自然言語の教育

インテンシブコースによる語学のレベルアップ、

アジア言語の重視等がある。

⑤人工言語の教育

お知らせは電子メールで行う。学生にはラップト

ップコンピュータを持たせ、レポートもコンピュー

タで作成する。

ＳＦＣにＣＮＳ（CampusNetworkSysteIn）が構

築されており、ＷＳが随時利用できる環境にある。

情報処理教育の特長は、まず情報リテラシーを習

得させ､その上でプログラミングを教えることであるｃ

⑥学生とのコミュニケーションとして、学生20名

に１名ずつ教官をつけ、アドバイスを行う。昼休み

はなく、日中は常にオフィス・アワーである。

6．主な質疑応答は以下のとおり。

①大学は基礎と実学を教える必要があるが、実学

を教えるには素晴らしい内容になっているが、基礎

学問はどのように教えるのか

→３年以降専門の基礎を教える。１～２年は情報

リテラシー、語学、専門に役立つ一般教養。

②大学の役割は教育・研究の両面があるのでは→

研究は学主導のコンソシアムが肝要である。

③学位は→現在は社会科学、将来は情報学等を検

討中。

④環境情報の意味は→Environmentallnformation

である。

ニューヨーク大・スタンフォード大にEnvironme‐

ntalScienceがある。

⑤教育は６年制を前提として考えているのか

→マスタ程度はとってほしいと考えている。半分

以上は進学させる予定。

７．最後に全体の印象について述べる。新学部は学

部の編成、入試制度、カリキュラム、授業評‘価、語

学重視によるグローバリゼーションへの対応、情報

リテラシーの重視等、いづれをとりあげても従来の

大学では希有で、斬新な特徴があり今後の発展が非

常に注目される所である。

講演は講師の情熱あふれるお話で会場全体が盛り

上がり大変素晴らしいサロンとなった。ここにご多

忙中の所、講師をお引受けいただいた相磯先生には

紙面をおかりして深甚の謝意を申し上げ結びとした

い。（文責寺島’信義）

厚､

〆罰



侭一
睡

伊

海外会議参加報告

日本工学アカデミーが世界工学アカデミー連合に

参加した。その現れの第一として１２月６日と７日に

行われるNationalAcademyofEngineering(NAE)主

催のSymposium“TheRoleofUniVersityin

NationalEconoInicDevelopment：ＷｈｏＢｅｎｅｆｉｔｓ？

WholPays？，，（WashingtonD.Ｃ・NationalAcademy

ofScienceandEngineering本部）の招待状が１１月

末、向坊会長宛に届いた。之を受けて急参加した。

主なる経過

参加登録136名、ResearchUniversity,大手企業

の研究関係トップ、theGovernInent-University-

IndustryRoundtableのメンバー、などで一見した

ところ、海外からの参加者はＥＣの米駐在と報告者

のようであった。常時80～100名出席､質疑討論の盛

んな大局的な議論の多い、如何にもアカデミー的な

セミナーであった。

12月６日午前KeynoteAddress：HaroldT・

Shapiro，ＰｒｅｓｉｄｅｎｔＰｒｉｎｃｅｔｏｎＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ“Ｔｈｅ

ＲｅｓｅａｒｃｈＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙａｎｄｔｈｅＥｃｏnomy．
”

Ｓｅｓｓｉｏｎｌ・ＴｈｅＣｈａｎｇｉｎｇＭｉｓｓｉｏｎｏｆｌｊ.Ｓ・

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ：CaIlseandConsequences

午後Session2,TheGlobalizationofU.Ｓ・

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ：ＷｈｉｔｈｅｒｔｈｅＮａｔｉｏｎａｌｌｎｔｅｒｅｓｔ？

12月７日午前Session3・UniversityFuture：

Ａｓｐｉｒａｔｉｏｎ，Perfomance，ａｎｄＣｈａｌｌｅｎｇｅｓ

日程は上記の半日づつの３sessionで、ＮＡＥが最

近の経済、社会、政治構造のＧｌｏｂａｌｉｚａｔｉｏｎの

DrivingForceはTechnologyであるとの認識から

ＣｏｍｍｉｔｔｅｅｏｎＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇａｓａｎｌｎｔｅrnational

Enterpriseを設け、研究題目“Nationallnterest

inanAgeofGlobalTechnology”で国際化を主題

としたManufacturing中心のSymposiumを1989年１２

月に行った。今回のSymposiumはこの一連のもので

ある。

開催の趣意書経済競争の激化、国家間の相互依存

の急進で、大学の役割の再評‘価とともに、国、地域

から、経済発展に協力を、一方研究及び教育に於て

globalizationが求められている。この二つの新し

い使命一Globalな知的公共機関であるとともに国益

を進める触媒としての存在一は大学のAdministra‐

tor,公共の政策立案者、企業のトップに一様に難問

を投げ掛けている。大学の研究、高等技術教育の恩

(5)

理事今井兼一郎

恵を受けるのは誰で、このつけを払うものは、誰で

あろうか。米国の大学で、研究に参加している外国

人は米国としては投資なのであろうか、不利な債務

なのであろうか。

各Session経過概要

基調講演Princeton大学のShapiro総長

大学が、国民生活に大きな役割を演じる様になっ

たのは比較的最近である。何時の時代にもEnginee-

ringがEconomyを満足させたことはない。希望、信

頼、叡知、確信に満ちた社会こそが生き残り進歩す

る社会である。

Sessionl，米国のResearchUniversity(RU)は昔、

土地を特に支給された。ＲＵは、殊に農業でその研究

をBenefitを受けるCommunityに対し責任を持って

いた。これが最近はいままでとかなり違う期侍を持

たれる様になった。経済発展のために、公共機関や

地域社会、政策立案に強く関連を求められている。

このことがRUに新たな期待と不透明をもたらしてい

る。財源の問題のみならず、学問の自由、大学の自

由、開放性、政府の統制、等々･

一つの大学で教授、研究、その結果の公開、等を

含め総ての要求を満たす事は到底出来なく、その限

りでOptimizeすべきであろう。ここで、Qualityof

Universityを考えるべきであろう。

大学の研究からは広く多くのものが、益を受ける

のであるから、夫々の受益者が支払うべきであろう。

外国から米大学が得ているものは知識、その善意に

おいて、失うより得る方がはるかに大きく、『アメ

リカの知識を囲う』ごとき事があってはならない。

左よりNAEForeignSecretaryのＧｏＰ･Dinneen，
プリンストン大総長Ｈ､Ｔ・Shapiro，コーネル大
総長Ｆ・ToRhodes，ＧＥの副社長W､Ｌ・Robbの各氏“



国、州、大学、企業夫々に、研究に果たす役割が

ある。国は研究のプライオリティを考え、限られた

資源の配分に当り、短長期に国益に責任を果たすべ

きである、とCornell大学Rhodes総長は述べた。ＧＥ

のＲ＆Ｄ担当のＲｏｂｂＳｅｎｉｏｒＶＰは、大学と企業の

研究所は共通点が多い。その広範な母体、客先にサ

ービスしなくてはならず、金の問題を抱えながら、

評価困難な結果を創り出さなくてはならない。品質、

生産性、向上一を大学の研究所も図るべきであろう。

米国の大学教育は世界をリードしている。このため

に付いている金も世界に冠たるものである。この意

味でも、品質のリードを保つに言訳は要らない。計

画を立て、其の評価を喜んで、受けるべきであろう。

評価の尺度としてPetent、論文、技術移転報告等

があろう。ＧＥでは技術移転2500件／５年、大学等で

年間60人に、Ｐｈ.Ｄを取らせた、ProductivitylmPro‐

vement8%/year，Stanford大学とはCTで良い仕事を

した、などと企業の立場かららしい意見を述べた。

Session2･日米カリフォルニア選出NormanY、

Mineta議員は初等教育から数学、理科教育に力をい

れるべきを強調し、日本語の数の数え方は十進法を

自然に身につけさせると日本語交じりで話した。あ

とで米教授からOnehUndred（百）は日本語はtell・

tenかと聞かれる破目になった。

ＤｕＰｏｎｔのVPのSimmonds氏は大学は新技術開発、

技術的に高品質な訓練された働き人を供給する事で

経済発展に寄与しうる。大学は企業と有効なパート

ナーを組んで、科学知識、新技術の企業移転を図る

べきである。一般には科学教育の質の改善により先

導的役目を果たすべきである。

Leghei大学Links総長は、長年にわたり米国の大

学は国際的視野で活躍してきている。1980年代には、

企業協力体制、ManufactllringService，Extellsion

Center，ＣｏｍｐｅｔｉｖｅＴｅｃｈｎｏｌｇｙ，Ｉｎｃ.，Iacocca

lI1stitllteなど新設して、この傾向を極力進めて来

ている。

Session3、Rice大学Hackerson総長は、大学に対

し経済発展に有意義な、さらに直接的な貢献を求め

る外部圧力がある。反面如何なることがあろうとも、

InstructionのQualityは下;げてはならない。

MontgomeryCounty（Maryland）HighTechnology

CouncilのPlosila総長：1980年代は高等教育は技

術指向の強い経済開発戦略には必須であるとの認識

から国、州は研究団地、incubator，centerof

excellenceの育成、装置の増強に務めた。このため

にNSFは10億ドル以上の投資を行い効果を上げてぃ

《
一

へ
）
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ると具体,例をのべた。

Ｄｒ・Ｆｒｅｙ（NorthwesternUniv・Professor，元Bell

andHowelのCED，NAE会員）は、氏の40年の活動の

中で、ＭＢＡの評価の変化とSPUtnik後の、主として

学部教育の科学、数学教育の強化が二大変化であろ

う。この変化と教育内容の変化が経済発展とバラン

スしていないことに注目すべきとしている。

関連質問等大学で品質管理、チームワークは教え

なくて良いだろうか？日本ではこの点が優れている

と聞いているとのコメントあり、Ｄｒ・Ｆｒｅｙと大学の

教室では個人を育てるのが主目的であるから、チー

ムワークは教えない。品質改良の問題もPracticeと

してはチームワークになるので工場で教わるのが良

いのではなかろうかと、今井から話しておいた。

ＮＡＥのHomeSecretaryのFlax氏は、日米の修士、

博士コース学生数の比較発表が有り、日本の理工系

博士号修得者が少ない（人口１０万人当たり、米４．７

人、日１．７人）と述べた。ある意味で技術力の比較

と見たいようである。

その他

1．Sessionでの討論、質問が極めて活発、１００人

位の聴衆が３つのマイクを奪いあう様で、多い時は、

１つのマイクに３人位待つ様である。官・学・産と

もに米国の将来経済に危機感を持ち、真剣に取り組

んでいる様子を目の当りにし、強く感銘を受けた。

2．日本の製造の強さの根源が何辺にあるか改めて

考えさせられた。

3．Quality，Produtivity，ＪｕｓｔｉｎＴｉｍｅなど今ま

では大学教育に馴染みの少ない用語が話、討論の中

で屡々出て来たのには驚いた。丁度時を同じくして

ボストンで開催されたQuality-Produciivity

セミナーで“Education-TQM”を一セッション設け

ているのを知り、Non-profitorganizationの品質

問題として大学問題が取り上げられだしているので

はないかと推測する。

4．最後に前NSFのDirectorのDr・Blochが大学は

ScienctificResearchよりTechnologicalResearch

をもっとしてほしいと言ったのが印象的であった。

5．昨３月Harvardの同窓会館で時のBok総長が大

学は人類のため、Bloch氏はNationallnterestの

ためと、一時間近く平行線の議論があったことを思

い出し、長い歴史をもつ大学の存在意識が今改めて

問い直されていることを痛感した。

６．各学長等、金のこと殆ど触れず。立派である。

7．今後米国NAEが当然ながら長期構想のもとに運

営されている現実を見て、感銘を受けた。



新入会員の紹介

り、私の見たところである。大綱に誤り無きを願っ

ている。終わりに今回NAEのSymposiumに参加出来

たことに感謝している。

以上はメモ、講演abstract等をもとに純めた文字通

8．日本工学アカデミーが協力して相互に情報交換、

協力研究調査を考える要が有る。

(7)

平成３年度工学・工業教育に関する研究講演会の講演募集のお知らせ

栄
生
一

瑞
潤

清水

関川

西津

1．主催：社団法人日本工業教育協会、協賛：日

本工学アカデミー他

2．日時：平成３年７月１７日（水）

3．会場：愛知厚生年金会館（名古屋市千種区池下

町２－６３：aO52-761-4181）

4．講演テーマ：工学・工業教育に関する研究論文・

報告

１．大学・高専における教育

①教育システム（講義・演習・実験・設計製

図など）

②コンピュータ援用教育

③教育評価方法

④教育研究指導（卒業研究など）

⑤教材の開発

Ⅱ企業における教育

企業内における技術者教育・管理者教育等

Ⅲ産学教育

①社会人技術者の再教育

②企業の望む工学教育

5．講演者の資格：㈱日本工業教育協会、各地区工

業教育協会の会員及び協賛学協会の会員

6．講演時間：ｌ題目につき講演15分、討議５分

（予定）

7．講演申込：締切平成３年３月１５日（金）必着

申込先㈱日本工業教育協会〒105東京都港

区新橋２－１９－１０蔵前工業会館内

電話03-3571-1720

申込方法①所定の研究講演会講演申込書をコピ

ーして使用して下さい。協賛の学・協

会員の方は、下記の㈱日本工業教育協

会まで講演申込書をご請求下さい。

②申込者には、３月25日（月）までに

採否を通知します。

8．講演論文集原稿：講続採択者は５月24日（金）

必着で講演論文集の原稿を提出すること。原稿

は、㈱日本工業教育協会から送付する原稿用紙

２枚又は４枚とする。（原稿用紙１枚が、その

まま講演論文集の１ページになります。）

9．その他：講演発表後、投稿された原稿について

は、編集委員会の査読を経て会誌「工業教育」

に掲載します。

本件に対する問い合わせ先：㈱日本工業教育協会

電話03-3571-1720

露105東京都港区新橋２－１９－１０蔵前工業会館内

（担当原田・青山）

『‐

Ｐ

所属

三菱重工業株式会社取締

役社長

名古屋大学工学部教授

㈱富士通研究所代表取役

社長

日本大学理工学部教授

(鮒メディヤ研究所所長

㈱東芝常任顧問

富士通研究所常務取締役

東北大学学長、

分野氏名

第１分野相川賢太郎

勝田‘悦之

亀 田 泰 弘

三 杉 隆 彦

吉 田 庄 司

第３分野古崎新太郎

依田直也

第４分野安芸周一大 野 豊

側半導体研究振興会

常務理事、研究所長

㈱富士通研究所常務取締役

東海大学理事、教授

東京大学工学部教授

東レ経営研究所専務取締役

側)電力中央研究所

横須賀研究所所長

大林組代表取締役副社長

㈱エフ・アール・シー

代表取締役社長

藤本哲夫

第２分 野 雄 城 雅嘉



野尻

安富

第５分野＊関
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三菱電線工業㈱取締役社長

三菱金属㈱原子力顧問

第５分野再掲

三菱重工業株式会社取締役

副社長

科学技術庁科学技術政策研

究所総括主任研究官

第３分野再掲

２５名

重 成

第６分野関

＊重成

山田

男
辰
男
昭

隼
義
隼
隆

本
本
藤
成
牧
島

坂
坂
佐
重
御
百

＊

名古屋大学工学部教授

鹿島建設㈱取締役

鹿島建設㈱取締役

第５分野再掲

鹿島建設㈱顧問、技師長

鹿島建設㈱常務取締役、

技研所長

鹿島建設㈱技術研究所次長

鹿島建設㈱取締役

第６分野再掲

順
次
昭
男
一
信

健
邦
隼
陽
祐 第７分野児玉文雄

＊古崎新太郎

計

平成２年度第４回理事会は平成２年11月29日（木）

弘済会館に於て開催された。主な審議議題は次のと

おりである。

1．世界工学アカデミー連合（ＣＡＥＴＳ）に加盟

したことの報告

2．新会員の推薦について

２５名の新入会を承認した。

3．平成２年度上半期経理状況についての報告。

4．その他、政策委員会からの報告、シンポジウム

共,催について等｡

一
文
辰

陽
重
義

癖司り

ー、日本工学アカデミー英文版会員名簿発行

平成２年末に標記英文名簿が発行されました。住

所、氏名など確認を致しました際にご希望のござい

ました会員には既にお送りいたしましたが、追加ご

希望の方は事務局までお申し込み下さい。

編集後記

新年お目出度うございます。本年も何分よろ

しくお願い申し上げます。

昨年後半は、世界工学アカデミー連合（ＣＡ

ＥＴＳ）への加入、賛助会員制度の導入等、ま

た第２回国際シンポジウムの開催など、重要事

項および行事が重なり、実りある年でありまし

た。

本年は、いよいよＣＡＥＴＳ関連行事への対

応、賛助会員の募集等結構‘忙しくなることと思

います。

中東情勢は現在極点に達し、戦争か平和かど

ちらになるか瀬戸際です。それに加えて、ソ連

がリトアニアへ軍事力を行使したと報道されて

います。しかし、アカデミーの科学技術を通じ

ての世界への貢献は’何ら変わらないと信じますｃ

この新年号がお手許へ届く頃はどうなっている

でしょうか｡

理事 会 だより 石原智男会員

日本工学アカデミー理事

東京大学名誉教授

側日本自動車研究所所長

平成２年12月２５日逝去享年67歳

謹んで御冥福をお祈りいたします。


